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それぞれの場合を f(x, y) = x3 − xy + y3 に代入して, 計算すると,

(1),(2) の場合 1.134176911173474

(3),(4) の場合 −1.208250985247548

(5) の場合 0.2071067811865475

(6) の場合 −1.207106781186548

となり, 最大値は (1), (2) の場合, 最小値は (3), (4) の場合に取ることが
わかる.


